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地区名 ：本宮市街地地区
事業期間：平成２９年～令和４年
事業費 ：C＝3735.9百万円（国費C＝1430.3百万円）
事業概要：本宮駅東西エリアの連携を円滑化させ、子どもからお年寄りまで安

全・安心を実感でき、活力あるまちづくりのため、本宮駅周辺の東
西アクセス整備を行った。

本事業で整備が進められていた「本宮駅西口広場」が、令和５年３月２７日
に供用開始されました。広場の整備面積は約２５００平方メートルで、一般車
やバス・タクシーの乗降場、雨よけのシェルターなどが新設され、本宮駅の利
用がさらに便利になりました。
平成２８年度から地域交流センターや新駅舎・東西自由通路の整備に着手し、

西口広場の完成で、一連の整備が完了しました。

【本宮市担当者からのコメント】
令和元年から整備を進めておりましたが、本宮駅東西自由通路工事との調整に
より、３期にわたる工事となり、ようやく完成することができました。

◀本宮駅西口広場
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▲完成式典の様子

▲本宮駅西口バスのりば

▲完成式典の様子

供用開始日には、現地で記念式
典があり、高松義行市⾧の挨拶の
ほか、安達太良太鼓保存会の演奏
など、華やかに執り行われた。

▲本宮駅西口乗降場

▲本宮駅西口駐輪場
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地区名 ：小峰城下町地区
事業期間：平成３０年～令和４年
事業費 ：C＝954.6百万円（国費C＝449.2百万円）
事業概要：小峰城下町地区において、生活基盤や都市基盤の整備にあわせ、地

域に残る歴史的・文化的資源を活用したまちづくりを推進する。

本事業で整備が進められていた既存建造物を活用した観光情報の発信拠点が
令和５年４月２９日に「白河観光ステーション」としてオープンしました。
当施設は、市民や観光客の方が楽しみながら市内の観光スポットやラーメン

店、地元産品やおすすめ店舗など様々な情報を取得できる「観光案内施設」で
す。

【白河市担当者からのコメント】
隣接する白河駅（大正時代の駅舎）とデザインを調和させ、資材高騰など予
期せぬ問題も生じましたが、関係機関と協議をしながら、完成に漕ぎ着けま
した。

白河ラーメンデータベース▲

◀白河観光ステーションの外観

「白河ラーメンデータベース」とは

市内のラーメン情報と観光情報を
融合させた情報検索システムです。
ラーメンの味や麺のタイプから、

おすすめのラーメンを検索すること
が可能であり、選択した店舗までの
ルートを距離や時間、移動方法ごと
に表示することが出来ます。



✎ 編集後記 ✎
今回は、令和４年度に完成した施設について紹介しました。国土交通省都市

局所管事業では、駅の自由通路から避難所となる公民館など幅広い分野のまち
づくりへの支援が可能です。福島県は、今後も県内市町村のまちづくりを支援
してまいります。

✎ 編集後記 ✎
今回は、令和４年度に完成した施設について紹介しました。国土交通省都市

局所管事業では、駅の自由通路から避難所となる公民館など幅広い分野のまち
づくりへの支援が可能です。福島県は、今後も県内市町村のまちづくりを支援
してまいります。

4

▲観光スペース

▲地元産品の展示

▲休憩スペース

▲ジオラマ


